
「浜松市防災協会」 
シンボルマーク及びロゴタイプ募集要領 

 

■募集内容 

「浜松市防災協会」のシンボルマーク及びロゴタイプ 

※浜松市防災協会のイメージにそった作品とする（当協会の事業概要は、浜松市防災協会ホームペ

ージ参照） 

■賞金等 

・最優秀賞 賞状、賞金１０万円  １点 

・優 秀 賞 賞状、賞金 ５万円  最大２点 

※賞金にはデジタルデータ提供の対価を含み、各種の展開および使用に際して、追加報酬の支払い

はないものとする。また、人格権以外の著作物については、すべて譲渡するものとする。 

なお、採用の場合は、会社名及び氏名を公表するものとする。 

■参加資格 

防災協会会員事業所または会員事業所に勤務する個人 

※未成年者の方は、必ず保護者等の法定代理人の同意を得た上で応募すること 

■募集期間・締切 

令和５年１０月２日(月)から令和６年２月 1５ (金)まで 必着 

※上記は１次募集期間とし、１次募集で最優秀賞及び優秀賞が揃わないと事務局が判断した場合、

追加で２次募集を行うものとする。その場合、参加資格を浜松市防災協会の会員に限らない。 

■提出物 

指定する様式「募集用紙」のＰＤＦデータを提出先欄に記載のメールアドレスへ送付すること。 

提出にあたっては、以下の応募条件に沿うものを作成すること。 

■応募条件 

①作成ソフトは Adobe Illustrator（アドビ イラストレーター）とする。 

②（A）シンボルマークの図案及び（B）ロゴタイプとのセットで作成すること。 

③（B）ロゴタイプの文字内容は以下とする。 

浜松市防災協会 

④指定する様式「募集用紙」をＰＤＦデータ（データは容量 5MB 以下、解像度 350dpi 程度の縦

Ａ４サイズ）の状態で提出すること。 

⑤指定する様式「募集用紙」には、以下の事項を記入すること 

・シンボルマーク及びロゴタイプ 

・応募者氏名（未成年の場合は保護者の氏名も記載） 

・応募者の所属する事業所名 

・連絡先（電話番号） 

・コメント文（100 字程度。デザインの意図等。） 

※その他留意事項 

・シンボルマークとロゴタイプは同時使用する場合があります。 

・色数、配色は不問、ただし運営側で拡大や縮小、単色（白黒での使用も含む）で使用する場合が

あります。 

・応募は一人何点でも可、ただし応募 1 件につき 1 作品とします。 



 

・オリジナル作品に限り、公助良俗に反する作品または法令に反する作品、誹謗中傷を含む作品、

他の作品を模倣した作品、商標その他の第三者の権利を侵害していない作品、もしくはその恐れ

がある作品は不可とします。 

・画像生成ＡＩやその類のツール等の使用を禁止とします。 

・その他の作品を模倣した作品であると判明した場合は、採用後であっても取下げし、賞金の返却

を求める場合があります。 

・応募作品については、第３者からの手直しの可能性があることがあります。 

■提出先 

【提出先】 

浜松市防災協会１０周年記念事業実行委員会事務局（下記メールアドレス宛に提出） 

mail : hama-kiankyou@ce.wakwak.com 

■審査員 

・星野 順啓 氏（星野デザイン室代表、公益財団法人日本グラフィックデザイン協会会員） 

・浜松市防災協会１０周年記念事業実行委員会 

■結果発表・表彰 

最優秀賞及び優秀賞の受賞者には個別で連絡するとともに、公式ホームページにて発表、また浜松

市防災協会が開催する定期総会にて表彰 

・選考（令和６年２月から３月を予定） 

・表彰（令和７年４月を予定） 

■著作権の扱い 

採用作品に関する著作権（著作権法第 27 条、第 28 条に定める権利を含む）、その他一切の知的

財産権（知的財産の登録を受ける権利を含む）は採用決定と同時に、浜松市防災協会に譲渡される

ものとする 

■主催 

浜松市防災協会 

■問合せ先 

〒430-0905 

浜松市中区下池川町 19 番 1 号 

浜松市防災協会１０周年記念事業実行委員会事務局（浜松市消防局 予防課内） 

tel : 053-476-1476 / fax : 053-475-7549 

mail : hama-kiankyou@ce.wakwak.com 

■その他 

・募集にあっては、まず１次募集を浜松市防災協会の会員を対象として、募集するものとする。 

・１次募集で最優秀賞及び優秀賞が揃わないと事務局が判断した場合、追加で２次募集を行うもの

とする。その場合、募集対象を浜松市防災協会の会員に限らない。また、シンボルマーク及びロ

ゴタイプの使用にあたって、浜松市防災協会は、審査結果によっては、必要に応じて弁理士を通

じて商標登録するものとする。 


